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  連日、暑い日が続いています。朝の登校の様子を見ていると、「暑いよね～」と生徒玄関で会った友だち同士で会

話をする生徒、早速今日の授業の話題を話す生徒など、活気に満ちあふれています。生徒たちは、校門を入ると自ら

でスイッチを入れて、「今日も１日がんばろう」という姿に加え、笑顔がどんどん増えているように思います。とても、す

ばらしい姿で、そして尊い生徒の姿であると考えています。 

さて、本校のスクールプラン重点目標「キャリア教育の充実」のため、社会人講話などを通して自分の生き方につ

いて考える場面を設定しています。７月上旬には、「情報社会で適正な行動をとるために、情報端末をより良く活用す

るための判断力や心構えを身につける」ことを目的に講習会を実施しました。講師として、福井警察署よりスクールサ

ポータ１名、福井市教育委員会より１名を講師としてお招きし、「スマホの安全な使い方、ネットトラブルに巻き込まれ

ない対策」を学習しました。 

 

 

 

 

 

 

   【スマホには危険がいっぱい】       【自分の判断基準の話し合い】       【スマホいじめの事例】 

  この講習会を経て、些細なことから犯罪に巻き込まれたり、悪ふざけから加害者になってしまったりすることが絶対に起

きないよう、願っています。夏季休業を前に、家庭でのスマホ利用に対して、保護者が責任を持ち、学校で学んだことがご

家庭でも実践される環境を作ることにより、スマホを使うときの安全性を高められますので、生徒と保護者でしっかりと話し

合うよう、お願いします。 

  

 

 

 

 

 

  総合的な学習の時間を中心に、１年生は、進明中学校区内を見学やインタビューを通して探究し、校区内の良さと 

もっとこのように変化すると良いと考える提言内容などを盛り込んだＣＭ作成に取り組んでいます。２年生は、１０月の

職場体験学習に向けて、なぜ人は働くのか、どのような生き方をしたいのかなど、職業観について取り組んでいます。

３年生は、修学旅行の企業訪問で直接社員の方々とやりとりして学んだことをもとに、今までの自分を振り返り、今後

の生き方と真剣に向き合っています。今後とも、一人一人の生徒が未来社会を切り拓くための資質・能力を一層確実

に身につけることをめざします。 

 

福井市進明中学校 
学校だより 第４号 
令和７年７月１６日 

＊カラー版は学校ＨＰに掲載してあります。  

―具体的な取組― 
 

○自分の生き方について考える系
統的な教育実践 

○職場体験学習や社会人講話など 
 の機会の確保 
 

―重点目標に対する数値目標― 
★将来の夢やめざす目標を持っている
と回答する生徒  ７５％以上 

・生徒が夢や希望を持ち、その実現に
向け努力するようキャリア教育に力
を入れていると回答する教職員 

          １００％ 
・学校は体験的な学習を積極的に取り
入れ学習の充実に努めていると回答
する保護者    ８５％以上  

キャリア教育の充実 

 



                              ―夏季休業中における生活について―       

  外出するときは、行き先や同行者、帰宅時間を保護者に伝えましょう。不審者には十分気をつけるとともに、見知ら

ぬ人からの誘いには絶対応じないこと、事件や事故に遭ったときには、警察と学校にも連絡をしてください。安全のた

めの対処法（防犯ブザーの携帯、一人で行動しない、逃げる等）を日頃から意識して、生活しましょう。 

～各学年授業風景～ 

１年 美術 

  

３年 学校祭 ３年生が学校祭４部門のリーダーを務めます。 
初回はお互いの緊張をほぐすため、執行部提案のゲームで仲良くなりました。 
これから、縦割り活動で計画的に取り組んでいきます。 

【応援部門】体育祭の応援合戦の企画・運営 
【制作部門】体育祭で使用する道具や作品の制作 
【屋台部門】各色３店舗の屋台の出店 
【メディア部門】学校祭テーマや各色テーマの動画制作 

２年 道徳 

３つの作品鑑賞の主題から、
自分の自画像が主題で描けて
いたのかを振り返ります。 

色がにごるということは？ 
彩度が低くなることだ。 
その結果、点描なのか～。 

緑組：応援部門 青組：制作部門 黄組：屋台部門 

ボールの形も包めるよ。 
もしかして、いろいろな形
に対応できるかも・・。 

班で包んだ品物を今度は、 
教員に渡す実演をします。 
「どうぞ！」 
 

３つの作品を鑑賞して、絵に隠された作者の思いと技法を学び、それぞれの主
題を感じ取り、幅広い表現方法を知ることで、これから自分の制作活動に生かそ
うと考える授業です。 

実際にふろしきで包んだ品物
を相手に渡す作法を教員が実
演します。「どうぞ！」 
  

ルノワール、カラバッジョ、スー
ラの３作品って、技法と印象が全
然違う感じがする。 

「包む」という行為には「慎み・謹み」という日本文化が込められていて、その考えが今
の生活に根付いていることを自覚し、我が国の伝統と文化を大切にしようとする態度を育
てる授業です。 
 
 

赤組：メディア部門 


